
（様式－３） 

送 電 線 工 事 災 害 報 告 書 （再発防止対策） 
関東支部 

発生日時 令和 5 年 6 月 13 日（火曜日） 17 時 07 分 天  候 晴れ 

災害の程度 死亡－名 負傷１名 職種：基礎作業員 年令 55 歳 経験年数 17 年 

工事の種類 
調査 

測量 
伐 採 運 搬 仮  設 基  礎 組  立 足  場 架  線 撤  去 その他 

災害の種類 
墜落・ 

転落 
転倒 

物の飛

来・落下 

崩壊・ 

倒壊 

はさまれ・巻

き込まれ 

切れ・ 

こすれ 
感電 その他 

原     因 
作業準備 

の不良 

作業方法 

の不良 

工具防具 

の不良 

電気工作物

の不良 

作業者 

の過失 

共同作業 

者の過失 
その他 

設     備 電圧 275kV 2 回線 電線 TACSR/AC 610 ㎟×4導体 地線 OPGW 170 ㎟  2 条 

災 

害 

の 

状 

況 

件名  敷鉄板吊上げ中，転倒し始めたバックホウから飛び降り負傷 

 被災者は，盛土箇所に敷かれた鉄板上のバックホウ（0.45m³）を操作し，鉄板１枚（6000×1500)

を吊上げ旋回したところ，バックホウが傾き始めたため，運転席から飛び降りた際に負傷した。

傾き始めたバックホウは転倒した。 

［被災程度］鎖骨骨幹部骨折 左足関節外果骨折 尾骨骨折 

［装  備］作業服上下，保安帽，安全靴，革手袋 

原

因

及

び

対

策 

1.災害発生の主原因 

①当初，盛土上に仮設鉄板を敷く計画はなく，施工計画に反映しなかった。 

②バックホウオペと作業員が敷鉄板の沈下に気付かなかった。 

③リスクの見積が出来ていなかった。 

④敷鉄板の盛土が軟弱になっていた。 

⑤法肩に敷鉄板を敷設していた。 

2.再発防止対策 

① 現場代理人は，施工方法を変更する場合は施工計画を修正し発注者の監督員に報告する。 

②-1 作業班長は，TBM-RKY開始前に，バックホウオペ，合図者及びバックホウ周辺で作業す

る作業員に，敷鉄板の状況を確認させる。異常がある場合は関係箇所へ連絡した上で，敷

鉄板沈下の原因を究明し対策を行う。 

②-2 作業班長は，作業中に横断勾配に変化がないか適時確認する。  

②-3 バックホウオペ，合図者及び周辺で作業する作業員は，作業中に異常を確認したら直ち

に作業を中断し，関係各所へ連絡した上異常の原因を究明し対策を行う。 

③-1 作業班長は，工事内容に変更があった場合にはリスクアセスメントを実施する。 

③-2 元請の管理社員は，乗込み教育や TBM－RKY時にリスクアセスメントの内容を周知する。 

③-3 横転時保護構造を有しシートベルトを備えている重機にはシートベルト着用の努力義

務が定められているため，作業班長は作業員へ再周知しシートベルト着用に努める。 

④ 現場代理人は，盛土上でクレーン作業を行う場合は盛土計画時に地耐力を確保できる構造

とする。 

⑤ 作業班長は，法肩の状態が分かるように路肩から 30㎝程度離した位置から敷設させる。 

（注）1.｢人身災害報告要領｣に基づいて記載するものとし，｢工事の種類｣｢災害の種類｣｢原因｣については該当

項目に○印を付ける。 

   2.災害状況の説明と共に，なるべく図面を添付すること（様式－2）。 

    特に感電の場合は支持物，電線の離隔距離その他寸法を記入する。 



（様式－２） 

災  害  概  要  図 

 


